
葬儀と相続

その２ 相続と節税対策



相続の基本 ⇒ 財産目録の作成 ⇒ 相続方法（節税対策）

⇒ 遺言書・遺産分割協議書 ⇒ 相続の申請 ⇒ 税務署

の調査

相続から申請までの流れ
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相続の基本
・遺産総額とは被相続人（故人）が持っ
  ていた全ての財産のことです。
  相続財産の価額から控除できる債務
と葬式費用」の金額の合計額を差し
引いた金額）が、「遺産に係る基礎控
除額」を超える場合、その財産を取得
した人は、相続税の申告をする必要
がある.

・相続税の基礎控除額
・相続人が１人（配偶者のみ）

3,000万円+600万円×１人＝3,600万円

・相続人が２人（配偶者と子供１人）
3,000万円+600万円×２人＝4,200万円

・相続人が3人（配偶者と子供２人）
3,000万円+600万円×3人＝4,800万円
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ケース １ は、配偶者の他に相続人がい
ない場合、すべて遺産を相続する。
（配偶者の両親が亡くなっている、兄弟
  がいない場合）

ケース２は、法定相続分の割合の例であ
り、実際には相続者同士で任意に決める
ことができる。
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相続税は、相続する財産が多ければ多いほど
税額が高くなる仕組みとなっている。
基礎控除として、3,000万円、相続一人につき
600万円が相続する財産から控除されるため相
続人が多いほど控除される額が増えていく。

・相続人が１人
3,000万円+600万円×１人＝3,600万円

・相続人が２人
3,000万円+600万円×２人＝4,200万円

・相続人が3人
3,000万円+600万円×3人＝4,800万円

相続税対象金額
相続金額ー控除額
（マイナスの場合は 相続税 ０円
  プラスの場合は 相続税がかかる）

相続する財産は、正直に申告すること。
過少申告すると過少申告加算税、財産を意図
的に隠すと「重加算税」が科される。

相続税の控除額
７



相続税対策は２度目の相続も考える

一次相続 ： 両親のどちらかが亡くなった時
の相続

二次相続 ： 残されたもう一人が亡くなった時
の相続

・一次相続で母に１００％相続すると、相続税は
  ０円であるが、二次相続で母の財産がすべて
  子に掛かるため相続税が大となる。

・一次相続で母の相続金額をいくらにするか
  によって二次相続で子の相続税額が決ま
  る。 (PPT12)
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納税対策は二次相続まで考慮して子への
相続額を決める。

配偶者は、１億６０００万円までは無税
・実際の取得金額が１億６０００万円または法定
  相続分以下なら相続税はゼロ。
・取得金額１億６０００万円および法定相続分以
  上の場合は差額部分に対して相続税が発生
  する。

遺産額２億は、遺産総額から基礎控除額を差し
引い金額
パターンA（法定相続分）の例
１次相続（２億円）
配偶者 ０円 （配偶者の特例を受ける）
子 1350万円 （PPT10 表の赤枠）

２次相続（１億円）
子   ７７０万円 （PPT11 表の青枠）

相続税の合計 ２１２０万円

母親の相続金額によって相続税が変わってくる。
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・遺産総額と相続人の人数を把握している場
  合は下記の早見表からだいたいどれくらい
  の相続税がかかるのか把握することができる。

・早見表は「配偶者控除の特例」を適用後の
  相続税の総額を記載。

「配偶者控除の特例」
配偶者（夫または妻）が遺産を相続した場
合に、一定額までが非課税とされ、夫婦間
の相続税の負担が大幅に軽減される制度。
配偶者が相続した遺産が1億6,000万円以
下なら、配偶者にかかる相続税はゼロになる。

相続早見表
１０



二次相続税早見表

節税対策
被相続人は、生前に二次相続まで考慮し

て子への相続額を安くするために１次相続を
いくらにしたら良いか税理士に計算してもら
う。
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１ 次相続で母親の持ち分を
いくらにしたら節税できる
かの試算。

この試算をみると一次相続
の配偶者の持分にもよるが
配偶者の持ち分の割合が、
４０～５０％が節税となるこ
とが分かる。

＊
相続税計算シミュレーションで検索
相続税計算シミュレーションー税理士
法人チェスター
（無料 数値を入力すれば納税額が
  出る。）

＊
＊

１２
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財産目録の作成

・不動産
・預貯金、現金
・証券
・生命保険
・負債

財産整理は生前にやっておき、相続財産評価額
をきちんと確定しておくことが必要である。

１３



相続財産の計上 １４
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死亡日の最終価格は、翌日の新聞に
記載されているので新聞を保存して
おく。
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戸建ての相続税評価額

・建物 死亡した年の固定資産税評価額が
  評価額となる。

・土地 市街地で路線価が決められている
  地域では「路線価方式」で計算さ
  れる。

・路線価 ２０２５年７月１日 国税庁公表

・土地の評価額 路線価×土地面積
（角地は1.1倍しておく）
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路線価方式

例
・道路沿いに記載された
数字が路線価
２００0 : ２０0,０00円/㎡
（２０２５．７．１  国税庁公表）

・相続税評価額
＝200,000×敷地面積×1.1

（角地）

路線価図の入手方法
路線価 国税庁で検索
・路線価ー国税庁
・千葉県
・路線価図
・流山市
・所在地を選択

JR南流山駅

三郷方面
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・従来の方法では、１ 階も最上階も床面積
  が同じであれば評価額も同じとされてい
  たが令和６年に評価方法が見直された。

・令和６年から築年数、総階数、所在階、
   敷地持ち分の割合を考慮して実務価値
近づける新たな計算方法が導入された。

・法務局出張所に行って建物の登記簿を
もらってくる。 （６００円）

次頁へ続く
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詳細は流山市役所資産税課へ
（第 １ 庁舎 １ 階）
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宅地の節税

小規模宅地等の特例

節税対策の基本は、財産の評価額を
下げることでそこにかかる税金を減ら
すことである。

・一定の条件を満たす宅地に対し、
  大幅に評価を下げることができる

・５０００万円の宅地であれば評価額
  80%の減となり、１０００万円で評価
  されることになる。

・この特例を申請すると節税になる。
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適用条件（居住用の場合）

・宅地面積が３３０平方メートルまで

・その宅地を相続税の申請期限まで有し
  ていること。

・配偶者が取得する場合は、無条件で
適用される。（特例の申請をすること）

・同居していた子が自宅の所有権を相続
  しそのまま住み続けていれば特例を受
けることができる。
（別居している親族にも適用されるが
条件が厳しい）
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・現金の評価額は、１億円は１億円として
  そのままの額で評価されるので現金を
減らすことが節税対策の一つである。

・リフォームする
建物の評価は、固定資産税評価額で
評価される。リフォームしても相続税
評価額は変らない。
（増築、改築すると評価額が上がる）

・生前贈与（孫への贈与）
毎年１１０万円を贈与する。
ただし、孫がお金を自由に使えるように
預金通帳、印鑑を渡す、贈与契約を結ぶ。

・生命保険に加入する。
非課税限度額をフル活用する。
一時払い終身保険
死亡保険金を相続財産として活用する。
「５００万円×法定相続人の数」が非課税
となる。

現金の節税 ２３



生前贈与

A ・年間1 1 0万円を贈与した場合
相続税 ０円

   ・１ １００万円を一括贈与した場合
110万円×10年ー110万円＝990万円
990×30%ー90=207万円

B ・年間400万円を贈与した場合
   相続税 33.5万円（１０年で３３５万円）
・一括贈与した場合

      (4000-110)×50%ー415＝1530万円
       1530-33.5×10年＝1195万円

国税庁 贈与税の速算表より抜粋

２４

生前贈与は、税務署から特に指摘されるので
税理士とよく相談すること。



生前贈与の持ち越し期間の改正

前頁Aの場合
・子への生前贈与を年間１ １ ０万円を贈与した場合
・2024年１月以前は、亡くなる前３年間の贈与は相続財産に戻された。
・２０２４年１月以降７年に延長された。この間の贈与は、相続財産となるため
  相続財産評価額に加算して相続申告しておかないと過少申告加算税が課
せられる。
・贈与する時には、親子で贈与契約書を交わしておくこと。 （PPT26）

・孫への贈与は、亡くなる前７年の贈与を戻されることはない。

ただし、預金通帳、印鑑を孫に渡し、孫が自由に使えるようにすること。
入金は、子を通して孫に入金するという契約書を子と結ぶこと。
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毎年１１０万円の贈与について

・毎年１１０万円の贈与は税金がかからない。
  毎年１１０万円贈与し続ければ１０年間で１１００万円となり、しかも贈与税の申告も不要。
  父親の預金が減ることにより将来、亡くなった時の相続税も減る。

・税務署の考え方
贈与する最初の年に１０年間あげると約束をしていたのではないか。
１１００万円を分割してもらっているような話ではないのか。
最初の年に１１００万円をもらったと考えられる。
そうであれば、１１０万円は最初の年しか贈与税０円は適用されない。
１１００-１１０=９９０万円は、贈与税０円の枠をオーバー
９９０×３０％ー９０＝２０７万円払ってください。
毎年定期的に贈与していると、「定期贈与」となり、申告する必要がある。

・対策
・定期金給付契約にしない
・毎年贈与契約書を交わす。
・贈与契約書とそのお金の動きが分かるように銀行振り込みにする。（証拠を残しておく）
・１１００万円を１０年分割で贈与するという約束をしないこと。
・未成年の孫の場合は、贈与契約書に親権者と連名にする。
・税理士と相談する。
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遺言書
・遺言書は、被相続人(故人）が自分の死後
  の財産相続について生前に意思表示をす
るための書類。

・遺言書を作成することで法定相続分とは
異なる相続割合を指定したり、法定相続
人以外の人に財産を譲ったりすることが
できる。

・遺言書には本人が全文を書いた「自筆証
  書遺言」と公証人に作成してもらう「公正
証書遺言」と「機密証書遺言」がある。

・内容に不満がある場合や遺言書が無効で
あると主張したい場合は弁護士に相談する。

・封筒に入った自筆証書遺言を見つけても
  開封してはいけない。
  家庭裁判所に検認の申し立てを行う。
 （申し立てから１か月後、検認の期日が郵送
され、相続人立ち合いで裁判官が開封）
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遺言書がある場合には、基本的にその内容に従
って相続財産を分割することになる。
遺言書の内容に納得できない場合には、以下の3
つの対処法によって、自分の取り分を増やせる可
能性がある。

①遺言書の無効を主張する
（遺言書の内容に不備があった。書いた時が
  重度の認知症であった）

②遺産分割協議を行う
   (遺産分割協議に相続人全員が合意している）
③遺留分侵害額請求をする
（取り分が多すぎる相続人等に対して意思表
  示を行うことにより、「遺留分」を確保するこ
とができる）

遺言の内容を覆すためには、弁護士に相談をし
ながら行うようにしましょう。
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・遺産分割協議とは、相続人全員で遺産をどのように分割するかを話し合う手続きのことをいう。
  誰がどの財産を相続するかということが細かく書かれたもの。

・遺産分割協議書がないと不動産や車、預貯金などの名義変更の手続きが滞ってしまう。
  相続財産が、亡くなった方の名義のまま放置すれば、将来、大きなトラブルにつながる恐れがある。

・遺産分割協議書の作成は、相続税の申告期限が「相続開始を知った日の翌日から10か月以内」と
  定められる。

・遺産分割協議書に決まった様式はなくパソコンでも手書きでも良い。

・遺産分割協議書は、相続手続きの際に各自で利用できるように、相続人全員分の部数を作成した
上で各相続人が保管する。

・後から見つかった遺産は、誰が相続するか、も明記しておくか、明記していない場合は再び相続人
  全員で新たに見つかった遺産の分け方を話し合って決める必要がある。

・遺産分割協議書の活用方法
  相続税の申告、不動産の名義変更、預貯金の名義変更・解約払戻し、車の名義変更等に必要。

遺産分割協議書
２９



遺産分割協議書のひな形
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税務署の税務調査

税務署には絶対にごまかせない！

・遺産相続申告後、１～２年後に調査に入るこ
とがある。

・税務署は、相続の金額が正しいか申告漏れ
は無いかなど徹底的にチェックする。

・過去５年間のお金や株式などの移動使い道
  を重点的に調べられる。

・故人だけでなく相続人の財産についても資
産額が不自然に多くないか。

・特に専業主婦の財産がチェックされる。
年金しか収入が無いのに多額の金額が本人

  名義の口座に残っていると調査の可能性が
高くなる。
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①事前調査
 ・国税庁は、国税総合管理システムを使って
全国の納税者を一元的に管理している。

 ・一般的に遺産相続が２億円以上になりそう
な富裕層、無申告者、海外資産所有者、疑
がわしい人の調査を行っている。

②事前通知
 ・相続税申告してから１～２年後、調査に入る。
７～１０日前に電話がある。

③税務調査
・調査官は２人、故人の自宅または相続人宅
・相続人の立ち合いで行われる。１～２日
 ・財産状況、生前贈与の記録、遺産分割協議
の記録、家の中のチェック（タンス、金庫等）

 ・質問に対して正直に答えること。嘘をついて
バレると最高４０％の重加算税のペナルティ

④検討～終了
・必要があれば追加調査、修正箇所の有無、
・調査内容の確認署名を求められる。
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調査前の準備
・申告内容・財産の見直し
多額のミスが見つかった場合、事前に修正
申告する。

・資料の準備
書類、預金通帳、土地建物の権利書など

調査当日
・午前中
故人の経歴、出身地、仕事の内容、趣味、
配偶者や子供の職歴、経歴まで聞かれる。
故人がどんな資産を築いてきたか、お金の
管理は誰がしてきたのかを把握するため。
質問に対して正直に答えること。嘘をついて

   バレると最高４０％の重加算税のペナルティ
となる。

・午後
午前中の聞き取りで得た情報をもとに家の
中のチェックにはいる。
タンスの引き出し、金庫を開けるよう要求さ
れる。 （次頁へ続く）
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前頁の続き
・故人の預金通帳のみならず相続人の預金通
帳の内容も被相続人が亡くなる５年前に遡っ
て調べる。
・１回に５０万円以上の出金があるとその用途を
  質問される。
・調査終盤になると、調査記録確認書にサイン
  を求められる。内容をよく確認すること。
  内容によっては重加算税という最も重いペナ
ルティの証拠として使われる。

名義預金
・子供名義の銀行口座を作り、お金を振り込み
  貯金すると、故人の貯金とみなされ隠し財産
  として重加算税が課される.

定期贈与
PPT2６参照
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・税務調査では必ず預金通帳をチェックされる。

・名義預金対策
受贈者本人が通帳を管理し、財産を自由に
利用できる状態にしておくこと。

・定期贈与対策
贈与の額や時期をずらす。
（毎年４月１日とか誕生日に贈与することの
ないように）
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贈与契約書の作成例

名義預金や定期贈与と判断されないよう
に贈与のたびに金額や内容を記載した贈
与契約書を作成しておくと良い。
（毎年、契約を交わしておくこと。銀行送
  金して証拠を残しておく）
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違反者のペナルティと追徴課税の一覧
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相続税の申告

・相続人でもできる。
税理士や司法書士に支払う費用が不要。
かなりの手間と時間がかかる。
書類の不備、申告漏れ等の恐れがある。
土地の評価を間違う可能性が高い。
税務調査が入る確率が高くなる。

・相続税の申告は税理士、土地建物の登記は
  司法書士の専門家に依頼する。
・手続きに不備が起きにくい。
 （過少申告や重加算税のペナルティを防げる）
・特例や控除を活用して節税につなげるノウハウ
  をもっている。

・
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相続金額
 相続税の対象となる相続財産は、すべて正直に申告すること。
申告漏れ、意図的に財産を隠すと過少申告加算税や重加算税などの追徴税が課される
 ので注意。（税務署は徹底的にチェックする）

毎年１１０万円以内の贈与
定額贈与とみなされない対策をとること。税理士、信託銀行に相談するとよい。

遺産分割
   遺産分割は、必ず法定相続分で行わなければならないということではない。
   相続人同士の協議で自由な割合で分割を決めることができる。
遺産分割協議書を作成する。

節税対策
・相続金額を減らす（PPT23）
・一次相続、二次相続税を考慮した分割方法を考える（PPT13）
・配偶者控除の特例を申請する （PPT１０）
・小規模宅地等の特例を申請する（PPT2１）
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遺言書
・生前に相続人に対して納得のいく分割方法を示しておくとトラブルがない。
 （遺言書は、自分の思い通りに作成すると後で問題が起きる可能性があるので、夫婦で相談し
  て決めるとよい）
・遺言書の開封は、家庭裁判所で行われるので約１か月かかる。

相続税の申告手続き
・相続人でも手続きはできるが時間と労力がかかる。
・お金はかかるが税理士、司法書士に依頼することも検討する。

税務署の税務調査
  ・調査官は必ずやってくるという覚悟でいること。

 特に専業主婦の財産がチェックされる。年金しか収入が無いのに多額の金額が本人名義の口座
 に残っていると調査の可能性が高くなる。（隠し財産として重加算税が課される）
 質問に対して正直に答えること。嘘をついてバレると最高４０％の重加算税のペナルティが課さ
 れる。
・多額の金銭の移動は、使途の理由、預金通帳への記録をして証拠を残しておく。証拠がないと認
 めてくれない

  ・相続税の時効は５年（悪質な場合は７年）。この期間が過ぎれば税務調査は入らない。
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参考資料

・図解ですぐにわかる！！
身内が亡くなったあとの手続きと相続
2025年決定版 Ａ4版 大洋図書
1180円（税込）

・プロが教える相続・贈与のすべて
令和7年度版 A4版 コスミック出版
1100円（税込）
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